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1. はじめに

日本語には女性が主に使用することばと、男性が主に使用することばがあり、その男女
差が日本語を特徴づけているとする考え方が一般的で、女性のことばと男性のことばは違
う、という前提のもとに、女性の使うことば（以下女性ことば）の研究は早くから様々な
形で行われてきた。

女性ことばについて様々な観点から問題提起した書籍も初期の寿岳（1979）に始まり、
井出（1997）、中村（2012）らがある。使用実態を考察したものとして、「わ、かしら、
なのよ」、などの文末終助詞研究（井出、1979； 遠藤、1989； 小川、1997, 2006； 尾崎、
1999； 増田、2016； 任、2005）や人称詞や自称・他称（金丸、1993；小林、1999）、談話の
使用実態を考察したもの（内田、1993； 因、2006； 中島、1999）などがある。

一方、欧米では1970年代にレイコフ（Lakoff, 1973）が英語におけることばの男女差に
注目し、女性学的な観点からそれを捉えた。日本ではもっぱら、女性が使うと想定される
表現の使用を、会話分析や使用頻度や割合をもとに記述統計的に考察するという研究が多
いが、そういったものではなく、女性には使えない表現や女性のみに期待される表現を取
り上げ、ジェンダーの視点から初めて女性のことばというものを考えた。

社会言語学的な視点からは他にジェンダーと談話（Tannen, 1994）や社会文化的要因か
らの丁寧さの度合い（Holmes, 1995）、言語変化と性差（真田、渋谷、陣内、杉戸、1992）、
ジェンダーとことばの関係（飯野、恩村、杉田、森吉、2003； Coates, 2015）、また男女の会
話のスタイルの語用論的分析の可能性を示唆するもの（東、1997）などがあり、それらは
今後も増えていく研究分野であると考えられる。

研究方法にも、従来の自然会話を記録して分析したり、アンケートによる自己申告的な
記述を分析することから広がりを見せている。小説をデータとしたものには、任（2005）
の明治期の小説における性差と文末表現の分析や、黒須（2008）が行った1946〜2005年
の間の10年ごとの日本文学ベストセラーにおける年代ごとの男女の発話の分析がある。
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映画に見られる言語的ジェンダー表現（小原、2014； 平岡、2018）、翻訳者の性別が翻訳テ
クストに与える影響として、女らしさがことさら強調される点（古川、2015）、少女漫画
に現れる女ことばをジェンダー、イデオロギーから論じる（相澤、2003； 高橋、2009a； 張、
2016）、小学校の国語教科書の中に使われる女ことば（村田、2018）、辞書や辞典に現れ
る女性差別（ことばと女を考える会編、1985； 高崎、1994）、iPhone搭載英語辞書用例に
おけるジェンダー（鈴木、2017）、流行歌詞にみられる人称詞キミの変遷（角、2013）、オ
ンラインの日記ブログにおける役割語（西村、2018）等、現代の生活様式の変化に伴って、
研究対象となる女性ことばの題材も変化し、多様になってきている。

このような状況を踏まえ、今一度女性ことばの研究が今どのような動向を示しているの
かを考察する。終助詞などのことばの側面や用法そのものに焦点を当てていた従来の研究
手法から、ジェンダーやイデオロギーの観点を取り入れた女性ことばの研究にどう変わっ
てきたか、今どのような形で行われているか、そしてどのような方向に向かっているのか、
今後の動向を探る。

なお、論考を進めるにあたって、用語の扱いについて本筆者の見解を示しておきたい。
本論ではタイトルを含め、女性の使用することばを「女性ことば」として記す。すでに概
観したように、様々な角度から女性の使用することばが研究されてきたが、研究者によっ
て、その名称は「女性ことば」「女性語」「女ことば」「女性性の強い形式」「女性的表現」など
が使われており、統一されてはいない。この中で、特に「女ことば」はイデオロギーやジェ
ンダーの視点から議論されることが多い。また「ことば」という用語についても、「ことば」
とひらがなで示す場合と「言葉」を使う場合がある。これに関しても正確な使い分けが定
義されているわけではないが、「言葉」は語彙的なところに特化する場合が多く、「ことば」
はどちらかというと語彙だけでなく談話のレベルまで含めるニュアンスで使われることが
多いので、本論では、これらを踏まえ、女性が主に使用すると思われて
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きたことばを談
話レベルまで含めて「女性ことば」と呼ぶことにする。また、本論中の先行研究で異なる
用語が使用されている場合は、参照、引用はそのままを採用するため、一部文中に用語
が混在する場合もある（たとえば、「女性語」と「女ことば」、「ことば遣い」と「言葉づかい」
など）。

2. 女性ことば研究の視点

日本における女性ことばの研究は古くは国語学で女房詞や遊里ことばなどが対象となる
など、主として文献を資料として数多く行われてきた（井出、1997）。日本語における女
性のことばを概観した初期の研究には寿岳（1979）がある。寿岳（1979）は女らしさと日
本語について様々な視点から述べている。取り上げたテーマは、一般向けおよび女性向け
週刊誌のグラビアに現れることばの違いや、源氏物語で漢語を多用する「賢い女」が否定
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的評価を受けるエピソード（帚木―雨夜の品定めから）、人称と終助詞の使い分け、女性
作家の文体分析、夫婦のことば「お前」について、終助詞、敬語、歌に現れる男女のこと
ば、行動、女につきまとうレッテル、等、それぞれの記述そのものは長くはないが、それ
らのテーマはその後（80年代以降）、様々な研究者が研究テーマとして発展させるきっかけ
となっている。

まず、1993年5月には、雑誌『日本語学』が臨時増刊号を発刊、「世界の女性語／日本
の女性語」特集として、その当時の代表的な女性語研究をまとめている。これはその後、
井出祥子の再編集により『女性語の世界』（井出、1997）として上梓されている。ここには
1970年以降急激な発展を遂げている日本での女性語の研究が集められている。その序章
で井出（1997）は、女性語研究の新展開として今後の展望を1990年代の座標軸で述べ、
日本においての女性語研究は国語学の中で主に文献を資料として幅広く行われてきたこと
は認めつつ、新しい時代の日本語における女性語研究はアメリカで起こったウーマン・リ
ブの意識革命と、続くフェミニズムという新しい考え方によりインパクトがあったものが
日本にも波及している結果であると説明している。

上記の『日本語学』臨時増刊号（明治書院、1993）には、井出（1993）の世界・日本の女
性語研究の概観に続き、日本の女性語の人称代名詞や呼称、職場や夫婦間の呼称等につ
いて調査結果を比較しながら考察した金丸（1993）、女性特有とされる「わ」や「の」の終助
詞（マクグロイン、1993）、社会音声学の観点からの女ことばのピッチを日英比較したも
の（大原、1993）、発話行為から見た丁寧さを、男女差が強く表れる普通体の発話を取り
上げて論じたもの（鈴木、1993）、会話行動に見られる性差については、会話の非対称や
会話行動と認知的な制御、会話の場における状況依存の関係に着目し、男性が主導すると
思われた会話の割り込みや停滞が必ずしも性差によるものではなくその場の状況によって
いることを会話の観察によって明らかにした内田（1993）、品物として見られる女（平賀、
1993）などの視点から書かれた研究が取り上げられている。

また同号の「フェミニズムと女性語研究」のセクションでは、れいのるず（1993）の言語
と性差の研究の現在と将来に関する予測、フェミニズムと言語研究の動向（中村、1993）
などが紹介されている。

その後、そもそも女ことばとは何か、という問題がジェンダーの視点から活発に議論さ
れるようになった。2006年発刊の『日本語とジェンダー』（日本語ジェンダー学会編）には
ジェンダーと女ことばの関係を考察した論考が多数集められている。ジェンダーとポライ
トネスの関係を取り上げ、女性は本当に男性よりポライトなのか？ という問いかけをす
る宇佐美（2006）、談話ストラテジーとしてのジェンダー標示形式について（因、2006）、
テレビドラマと実社会における女性詞使用のずれをジェンダーフィルターにかかったこと
が理由であるとする水本（2006）のほか、佐藤（2006）は『源氏物語』を取り上げ、これを
使ったジェンダーと女ことば研究の様々なアプローチ、例えばコミュニケーションの仕方、
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語り手のコメントからみるコミュニケーション論、語彙使用、あるいは女性の漢語使用の
規制などを取り上げている。そのほか女ことばと言語イデオロギーに関する興味を引く
テーマとして、中村（2006）の明治期の女学生ことばの成立に関する論考が挙げられる。
中村（2006）はこの中で、「女ことば」というものが、従来の一般論―女が使っている（使っ
てきた）言葉づかいであり男女が異なる言葉づかいをするために自然に成立したのだ、と
する考え方―に対し、そうではなく「女ことば」は時代や社会が作り出した抽象的な規範
である、とする考え方を明治期の女学生ことばの成立を分析することにより明らかにし
ていく。

3. イデオロギーと女性ことば

言語イデオロギーを中心に据え、中村は『「女ことば」はつくられる』（2007a）というタ
イトルで女ことばに関する論考をまとめた。これは、第27回 山川菊栄記念婦人問題研究
奨励賞（通称 山川菊栄賞）を受賞している。中村（2007a）は、女ことばを議論するときに
は二つのアプローチ、本質主義・進化論的アプローチと、構築主義・イデオロギー的アプ
ローチがあるとする。前者は「女ことば」は女が実際に使ってきた言葉づかいから自然に成
立したとする考え方で、そこからの逸脱を “乱れである” として認めず、批判する。その
考え方の矛盾を鋭く突き、後者の考え方、ジェンダーは言語行為の「結果」であり、女だか
ら、男だから特定の言語行為を行うというのではなく、言語行為によって能動的にアイデ
ンティティを作るのであるという理論を展開する（中村、2007a）。その書では、まず鎌倉・
室町時代の女訓書（女は言葉づかいをあいまいにして感情を表さないのがよい、軽率にも
のを言わない、口を大きく開けず低い小さい声で話す、乱暴な口のきき方への戒め）、江
戸時代の女訓書（女の四行―四つのうちの一つに、女が日常で使うべき言葉づかい「婦言」
が含まれている）を紹介し、規範としての女の言葉づかいがどのようにして形作られて
いったかを考察した。そしてこれらがイデオロギー管理され、支配される女とことばの関
係であるとした。

中村（2007a、2012）はさらに、明治期の言文一致運動では俗語や方言が国語（標準語）
の制定に弊害であるとされ否定する動きがあったのに対し、明確に存在していた男女の
言葉づかいに関してはむしろそれを無視したのは、良妻賢母主義的な考え方を強固にし、
“国語”を（男女両用のものではなく）男のものとして目指していたからだと主張する。

中村（2006、 2007a、2012）はまた「女学生ことば」の誕生に関しても、言語イデオロ
ギーの視点から考察している。中村（2007a）は“言語イデオロギー”を、「個々の社会が「こ
とば」に関して持っている「良い、悪い」「正しい、間違っている」といった価値観を伴った
概念の体系を指す」（p. 4）と定義している。女ことばについて言えば、「あの人は女らしい
ことばを話す」、とか「女のくせにあんな言葉を使う」、といった価値評価は女ことばにつ
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いての言語イデオロギーとなる。中村（2007b）は明治初期（明治5年）にはごく一部では
あるが女子も男子に混ざって中学に進学し、男の黒縞の袴をはき、書生言葉（バンカラと
された学生の使う言葉）を話し、教育を受けていたと記述している。当時の女学生が男性
のような話し方（書生言葉）をしていたことを裏付ける資料も出雲（2003）により報告され
ている。呼びかけは「君（くん）」づけ、人称詞（自分）は「僕」、文末には普通体（来るよ）、
終助詞（あるぜ）などを使っていたことが当時の『女学雑誌』という雑誌上の会話の記録に
見られるとある。

しかし、1879（明治12）年には国策のため男女別学が制度化され、言葉や服装も規制
を受けるようになった。良妻賢母教育が主軸となったため袴も男子学生と区別するような
海老茶袴が考案された。これについては、当時華族女学校の学監を任命され校長代行を
していた下田歌子が考案したとされる（細川、1901）。言葉や服装の規制に反発した女子
学生が、当時は身分の低い人たちが使い下品な言葉とされていた「てよ、だわ、のよ」な
どの文末詞をわざと使うようになった。中村（2007b）は、女子学生自身が創造的に自分
を表現しようとした言葉づかいだったのではないかと経緯を説明している。この文末詞は
作家によって堕落した女子学生の表象として描かれたり、識者により厳しく批判された
が、その後年月を経て、セクシュアリティ化を伴った「女ことば」へと変化したと述べて
いる。

4. 女性ことば使用実態調査

女性ことばの使用実態の調査としては、話し手の男女差が語彙的にはっきりしていると
される文末形式（終助詞）におびただしい数の研究が見られる（井出、1979； 遠藤、1989； 
小川、1997, 2006； 尾崎、1999； 増田、2016； 任、2005）。文末につく終助詞は、話者の
疑問、希望、禁止、感動、同意、異論、強調などの意を添える。「か、かしら、わ、な、
ね、よ」などがそれに当たる。これらの中に一般に女性が使うとされるものと男性が使う
とされるものの区別があるため女性ことば研究のテーマとされることが多い。辞書中の定
義にもこれらの助詞の説明に「女性語」「男性語」あるいは「主に女性が使用」「主に男性が
使用」と記されているものが多い（小川、2006）。しかし、前項で概観したように、「てよ、
だわ、のよ」などの文末詞は使われ初めた明治期には、使用者（女）の側に何等かの思惑が
あってのことであったと考えられる。

小川（2006）は辞書記載で男女差のある終助詞について、実生活でその通りに使用され
ているかを首都圏の大学生129人（女性65人、男性64人）を対象にした会話データにより
調査した。その結果、辞書では女性度が高いと記述されている「わ、かしら、てよ、て、
こと」が実際には20歳前後の大学生にはほとんど使用されていないということがわかった。
小川（2006）はこの結果を、男女の役割区分を取り立てて強調しない現代の社会的傾向を
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反映しているようだと述べ、現代日本語で消えつつある表現の可能性を示唆している。
尾崎（1999）は、「女性専用の文末形式のいま」と題して女性専用とされる文末形式の「わ

よ、よ、だわよ」などが職場で働く女性にどの程度用いられているのかを自然談話資料を
もとに分析した。小川（2006）が大学生のみを対象にしたのに対して、職場における社会
人男女154人（女性74人、男性62人、不明18人）を対象としており、年齢も20代から50
代までが含まれている。分析の結果、終助詞「わ」の男性の使用は皆無だったが、女性の使
用もかなり限定されており、「だわ」の使用は男女とも皆無で死語になりつつあり、助動詞

「だ」（〜だわ）の使用も30代以下の世代で衰退に向かっている、の3点を報告している。

5. 現代の女性ことば研究―さまざまなデータソースによる女性ことば研究

女性ことばの研究は、古くは文献による調査、そして時代を追うごとに対象者を限定し
た会話データの分析や、アンケート調査などが行われてきた。現在は様々なメディアを通
してことばが氾濫している。その中でどのようなデータソースを用いて女性ことばの研究
が続いているのかを以下で個別の研究を取り上げながら概観する。

5 - 1. 文学に現れる女性ことば

古い時代の物語、たとえば『源氏物語』に見られる女性ことば研究についてはすでにふ
れたが、明治期の文学作品に見られる女性ことばの研究には任（2005）がある。任（2005）
は、明治30年代に発表された10編の小説を資料とし、そこに登場する男女の会話文の常
体文（敬体の です・ます調ではない形）の文末形式21種を取り出し、出現頻度を分析した。
その結果、

• 著しく女性性の強い形式として「こと」、「のね」、「のよ」、「わね」
• 著しく男性性の強い形式として「かな」、「だな」、「な」

を挙げている。また文体の特徴として、著しく女性性・男性性が強い形式は言語上の性差
も明確に表し、度合いの差は使用する場面と相手によって使い分けられており、女性のみ
あるいは女性性の強い文末表現は小説の中で女子学生や女学校出身の若い女性登場人物に
よって多く用いられていたと報告している。明治30年代は明治政府が言文一致運動、口
語文典、国定教科書の編集、標準語教育の促進、そして「良妻賢母」を育成するための女
子教育を盛んに行った時期で（中村、2007a も参照）、当時の小説の会話文も新しいジェ
ンダー規範を反映しており、そのため登場人物の台詞の文末表現にも性差がはっきりと描
写され、近代女性のステレオタイプ的な女性ことばの使用がこの時期から始まったと任

（2005）は推測している。
黒須（2008）は、戦後から2005年にかけての小説に見られる女ことばと男ことばを分
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析し、その差異と変遷について考察した。1946〜2005年までを10年ずつ6グループに
分け、ベストセラー一覧から各年代で日本文学作品（日本人作家によるフィクションで、
場面は当時で「現代」、1作家1作品で男女が最低1人ずつ登場する）10作品ずつ、計60作
品を選び、冒頭から男女各100発話ずつを分析した。対象項目は人称詞（わたし、ぼく、
おれ、など）、文末詞（かしら、だわ、よ、ぜ、ぞ、だよ、など）、感動詞（まあ、あら、
ほう、ああ、など）などである。その結果、女性は現代に近づくにつれ硬い表現から砕け
た表現になり、以前は男性専用とされていた表現への侵食が目立った。同時に女性による

「わ」使用の減少と男性からの「わ」の不使用、男性ことばとされる「ぞ、ぜ」の女性からの
不可侵も確認でき、現代の “小説に現れる” 男女のことばが絶対的性差の見られる表現（例
えば「わ」や「ぞ、ぜ」）と性差がほとんど見られない表現に二極化している傾向にあると結
論づけている。

5 - 2.  マナー本に現れる言語規範とその変化

増田（2011）は戦後の1950〜2009年に出版された女性を対象にした言語行動規範を示
すマナー本計31冊に見られる女性向けのことば遣いの言語規範とその変化についてまと
めている。考察する項目は美しいことば遣いの規範、強固な（女性として適切な）語彙選
択の規範、マナー本として男女差の違いにどのくらい言及しているか、敬語使用、会話の
役割、などである。わかったことは、変化しない規範として「女性は美しいことばを使用
すべき」「語彙を適切に選び使用すべき」の2点、変化した規範として、2000年以前は女
性文末詞（わ、かしらなど）を使うべきとしていたが、2000年以降は女性使用の形式が多
様化し、1990年代からは、女性がかつて使用すべきでないとされた丁寧度の低い形式も
使用してよいとし、女性は男性に対して敬語を使用すべき、としていた規範が示されな
くなった。会話の役割として、1990年代からは、聞き手のみならず、女性が会話を管理

（リード）し、進行させるための規範を示しているなど、女性の社会進出とともに、女性は
このような話し方をするべしといった言語規範が緩んできていることがわかる。

5 - 3.  新聞記事見出しデータベースによる女性ことば研究

国立国語研究所の『ことばに関する新聞記事見出しデータベース』（1949年以降20紙以
上の新聞記事から収集）を利用した「女ことば、男ことばの規範」の現れる戦後の新聞記事
の言説を分析した研究に佐竹（2005）がある。佐竹（2005）は、女ことば・男ことばとそ
れに関連するキーワードによりこのデータベースから655件の記事を抽出し、いくつかの
項目に従って10年ごと（50-60-70-80-90年代）に考察した。その結果、「言及対象の性別」
については圧倒的に女ことばに関するものが多く（女501件に対し男29件）、その内容は
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話し方の “変化” を指摘する、話し方を非難する、性差や特徴を指摘し解説する、規範を
示す、規範を批判する等であったという。「“変化” の指摘」については女ことばに関して
227件、男ことばに関して3件で、記事の半分以上（164/227）は、「最近、女のことばづ
かいが男性化・中性化した／乱暴になった」という内容で、50年代から平均して30件程
度その関連記事が見られたが、80年代には突出して（95件）多かった。佐竹（2005）によ
れば、この“変化”の要因や背景として各年代共通して「男女平等・男女同権の社会」（それ
により女ことばが男性化した）が挙げられているが、50・60年代はこれに「新憲法」「戦後
の自由」「民主主義」が加わり、「男女共学の影響」が強調されているという。しかし70年
代以降「男女共学の影響」説はほぼ消え、かわりに「ウーマンリブ」「国際婦人年（75年）」に
ついての言及があるという。80・90年代は「男女雇用機会均等法による女性の社会進出」

「情報化社会」が背景説明のキーワードとなり、メディアの影響についても多く述べられて
いる。メディアも50・60年代ではラジオ、映画、70年代以降テレビ、劇画、フォーク、
80年代になると若者雑誌や漫画の影響の指摘が現れる。

50年代に限って女の発言力についていくつかの指摘が見られるというのは特筆すべき
で、それまでの、終助詞や呼称などの語彙的に女性ことばと男性ことばを区別する例と異
なるのでここに引用する（佐竹、2005：115-116）。

•「近ごろの若いご婦人は、人中に出ても、そんなにはにかんでばかりはいず、てきぱ
きと応対する人が多くなった」（1952）

•「近ごろ婦人、とりわけ若い女性の人前での発言が、見ちがえるほどしっかりして来
た」（1953 朝日）

•「十年前の日本婦人は、少なくとも社会的には “ものいわぬ人” だった。社会的に発言
するのは専門家の婦人運動者や評論家でしかなかった。今はどんな家庭の主婦でも職
場の若い女性でも、あらゆる機会にどんどん意見を発表する」（1956 朝日）

佐竹（2005）はさらに女ことばの「男性化」の具体例を挙げ、それぞれの年代での最近の
“変化” に対する肯定的評価、否定的評価、そして規範に対する批判（近年規範に異議を申
し立てる言説が見られる等）をまとめているが、紙面の都合でその紹介は割愛する。

5 - 4. 国語教科書の中の「女ことば」

村田（2018）は性別語の規範が、子供が育つ中で、公的義務教育―特に学校教育におけ
る国語―の中で無意識に取り込まれていくのではないかと想定し、文部科学省検定済教科
書である初等教育の小学一年生対象の国語教科書（上巻）5社分（すべて2017年出版）を調
査対象資料として分析した。具体的に取り上げたのは役割分担のわかる人称詞（わたし―
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ぼく他）と文末形式（特に規範では女性の使う終助詞とされる「わ」の使用と「だ」の不使用）
の2つである。その結果、5社の教科書すべてが役割語としての性別のわかる会話文を〈わ
たし―ぼく〉の対比で提示していることがわかった。

例：「わたし、たねをみつけたの。ぼく、どんぐりをひろったよ。いいものをみつけた
わね。かあさんりすがいいました。」（村田、2018： 54）

注：終助詞の  は本筆者の加筆による。

村田（2018）はこの結果を、小学1年生の教科書では「わたし」と「ぼく」が一対のペアと
して登場することが多く、対比的な扱いによって、明確に性差を表す性別語として機能さ
せている、と述べている。なにか70年代に社会的騒動になったハウス食品工業のテレビ
CM「私作る人、ボク食べる人」（1975）を思い起こさせるような例である。

また、村田（2018）は女性専用文末形式の断定の「の」は性差が明確な自称詞と共起し、
対比の中で、少女語の「わたし」が「の」を使っており、母リスの発話中に現れる「わね」は
性差と同時に年齢差も示している、と述べている。

5 - 5. 辞書や辞典に現れるジェンダー

辞書ソフトや辞書アプリの急速な利用増大に関連して、iPhone 搭載の辞書にジェンダー
（性別）に関わる表現が見られるのではないか、と研究の対象にしたのが鈴木（2017）であ
る。鈴木（2017）はiPhone搭載の辞書『ウィズダム和英辞典第2版』（小西、2013）の中の
日本語から英語への訳語や用例、談話構造や話法、スピーチレベルに関する情報、文化に
関して、上記辞書オンライン版の検索機能を利用し、全用例中に各ジェンダーがどの程度
の比率で、どのような役割を持って登場するかを量的に、そして用例を参照しながら質的
分析を行った。量的分析では、ジェンダーを明示する「彼／彼女」といった語句の出現比率
や、特定の職業を持つ人物のジェンダー比率、家事や育児の主体のジェンダー比率を分析
した。

その結果、「彼／彼女」の入る約20,000例の中で「彼」が「彼女」の3倍以上多く使用さ
れ、また社会的地位の高いとされる職業（医師、教授、政治家、作家、画家）に関する記
述を見たところほとんどが男性のものとして描かれる一方、家事や育児は女性の役割とし
て描かれる場合が多かったことを鈴木（2017）は指摘している。以下の例では太字が辞書
で調べるべき英単語の日本語訳を示す。

医者・医師を含む用例は172例あったが、うち性別を特定できたのは男性20例、女性
2例だったとのことである。
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例：「彼は医者として登録されている」（彼=男性）（p.117）
 「作家である私の父」（父=男性） （p.117）

女性の家事役割については以下のような例であった。

例：「彼女は子育てに専念するために仕事をやめた」（p.121）
 「彼女はお母さんと同じく料理が上手だ」（p.112）
 「彼女は手料理で彼をもてなした」（p.112）

鈴木（2017）は上の結果を、辞書等に使われる言語が現実や社会を描写するだけでなく、
その形成や変容に深く関わっており、辞書に見られるジェンダーの偏りは、旧来のジェン
ダー観を固定化（ジェンダーバイアスやステレオタイプ化）しうるものとしてとらえられ
るとしている。語学学習用辞書がどの程度学習者のジェンダー意識の形成に関係するかは
はっきり特定できないが、その影響の可能性を否定していない。

鈴木（2017）はこのほか女性ジェンダー標示形式（感嘆詞の「あら」「まあ」や「〜かしら」）
についても考察しており、現実社会で消えつつあると先行研究でも明らかにされている標
識が多用されていることも指摘している。一方で、鈴木（2017）は「夫よりも妻の方が家
事の負担が大きいという事実にかわりはない」というような用例を挙げ、旧来のジェンダー
観や固定的役割分担意識に対してクリティカルな視点からの用例も示されていることを挙
げている。若い学習者が頻繁に利用するということを考えれば、辞書編纂者や英語教員は
ジェンダーに関する固定観念が内包されている用例があることを認識し、それに注意を払
うべきであると述べている。

国語辞典に現れる「女性差別」に関しては、ことばと女を考える会（1985）に詳しいが本
論では割愛する。

5 - 6.  翻訳と女性ことば

古川（2015）は、翻訳された文学作品の中で、女性登場人物のせりふに過剰に女ことば
が使用されることで「女らしさ」が強調されており、これは日本社会が考える「理想的な女
らしさ」に影響されているからではないかと指摘する。古川（2015）はこの翻訳テクスト
をイデオロギー的な意味合いを持つ変換であると考え、翻訳者の性別が翻訳テクストの女
性登場人物の言葉づかいに影響を及ぼすのではないかと推測し、文末詞使用に焦点をあて
定量的研究手法で分析した。対象としたのは女性翻訳者の訳す『嵐が丘』『ジェーン・エア』

『エマ』と、男性翻訳者の訳す『嵐が丘』『エマ』『高慢と偏見』各上下巻である。女性登場人
物と親しい間柄にある登場人物のせりふを抽出し、5段階（強く女性的〜強く男性的―本
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筆者訳）に分類した。結果は男性翻訳者の方が女性翻訳者に比べてより女性らしい表現を
多用していることがわかった。古川（2015）はさらに翻訳者の性別だけでなく、男性で高
齢の翻訳者が女性ことばをより多用していることから、年齢も関係している可能性を示唆
している。

中村（2013）はその著書『翻訳がつくる日本語―ヒロインは「女ことば」を話し続ける』
で海外の小説、映画、漫画の翻訳、海外関連の記事に登場する女性の翻訳ことばなどさま
ざまなジャンルを取り上げている。ハリーポッターに登場する女の子ハーマイオニーが全編
女ことばを使い続ける不自然さなど、多数の用例を示しながら、翻訳された外国人女性の
日本語が日本女性よりもさらに “女らしい” こと、翻訳でしか使われない男ことばもある
ということ、そして日本語のさまざまな言葉づかいの変化が翻訳によって促される側面が
あるということを指摘している。同様の指摘を中村（2018）は英語でも行っている。

翻訳の書籍は数多く出版され、そのテクストには女性ことばの社会通念やイデオロギー
が反映されている可能性が高いので、今後さらにこの分野の研究が進められることが望ま
れる。

5 - 7.  少女漫画に現れる女ことば

少女漫画を取り上げて女ことばを考察したのは相澤（2003）である。漫画はほぼ話し言
葉のみで構成されているため、女ことばの抽出が容易である。相澤（2003）は、主人公の
年代が中高生の女性のため、その年代の話しことばの特徴が反映されているとして、70
年代の漫画『ガラスの仮面』、80年代から『ときめきトゥナイト』、90年代から『花より男
子』を選び、漫画の吹き出し中で使われる女ことば的とされる終助詞「わ、だわ、よ、ね、
のね、わね、かしら、もの、の」の9種類の使われ方と使用頻度を調査した。漫画の台詞
が日常会話と同じかという点については樺島（1981）を根拠に変わらない、とした。

結果は、9種の終助詞中、「わ、だわ、よ、ね、のね、かしら」の6種ではきれいに、使
用の多い順に 70＞80＞90年代 となった。このうち「わ」に関してはその使用頻度が 249 

（70年代）＞145（80年代）＞0（90年代） という具合に急激に減少し、大きな変化となっ
ている。「かしら」についても同様である。小川（1997）がかつて行った大学生の談話分析
ですでに女ことばの終助詞の減少が指摘されたように、90年代の漫画では世代を反映し
てか女ことばがほとんど使われなくなった（あるいはその使用が急激に減っている）という
ことがわかった。ただ、ここで選ばれた3本は相澤（2003）が意識的に選んだ 1 時代各 1
漫画であるため、全体像は把握しにくい。

張（2016）はデータの偏り（作品のジャンル、漫画家個人の言語習慣の違いなど）を避け
るため、一冊に同時代の作品が複数掲載されている漫画誌『別冊マーガレット』（集英社）の
中の1967、1976、1985、1995、2006、2015年の分から各1冊を取り出して主要女性
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登場人物の会話や心理描写から文末表現（女性的表現とされる「わ、よ、ね、かしら」等
13種と、中性的表現とされる「か、かな」）を抽出し、分析した。女性ことばとしての終
助詞（文末）の分析という意味では70年代から様々な研究者によって行われている文末表
現の研究と同様の使用の変化を見ていく研究となる。張（2016）の研究でも結果は、60年
代、70年代の漫画では女性登場人物が規範通りの女性語を話し、その使用にも大きな個
人差が見られず、上品、優しい、か弱いなどのイメージを表している。それに対し、近年
の作品では女性登場人物が必ずしも女性語を使っているわけではない。特筆すべきは自然
に使っているように見える人物の多くは母親や教師など年上の女性で、年上らしさの象徴
として女性語が機能しているようだと張（2016）は述べている。場面によって意図的に使
われる女性語は女らしさ以外のイメージがあり、普段と異なる自分を演出するための装置
である可能性を張（2016）は示唆している。

上の、異なる自分自身の演出に女性ことばを意図的に使用する漫画登場人物のケースに
ついては、高橋（2009b）が漫画フィクション上の二面性を持った少女の言語使用として分
析している。漫画は現実生活ではなく漫画家が自分の規範意識で登場人物に語らせている
わけで、必ずしも現実を投影しているわけではないが、現実にはほとんど使われなくなっ
ている「女ことば」を、登場する少女が使い分ける演出は、漫画を読み進める中で読者に
対して少女に向けられた規範や解釈を挑発しうると高橋（2009b）は結んでいる。

5 - 8.  実際の会話とテレビドラマの比較、ロールプレイからみた女性ことば

水本・福盛（2007）は自由会話とテレビドラマ（有効発話総数がそれぞれ2017、1226
発話）に見られる会話を比較調査し、ドラマに登場する女性の女性文末詞の平均使用率が、
実社会における自然会話での使用率を大きく上回り、かつ自然会話と異なり年齢が若い層
でも頻繁に女性文末詞を使用していることを発見した。とくに「わ」の使用率頻度が高かっ
た。また普段は使わないが、ある文脈や状況下（反論や非難、攻撃、抗議、自己主張、皮
肉などの主張度の高い場面）で突然女性文末詞を使用する例がテレビドラマの中にあった
ことを報告している。

水本（2010）は水本・福盛（2007）を踏まえ、調査対象を20代から50代の標準語を話
す女性48人とし、主張度の高い感情的な文脈を持ったロールプレイをしてもらうことで
テレビドラマと比較するためのデータを収集した。その結果、20代同士、30代同士のロー
ルプレイ会話では女性文末詞がまったく使われなかった。40代同士の会話では若干は使
われるが全体的には不使用傾向で、50代で初めて日常的に使用している様子が見られた。
主張度の強い文脈で女性文末詞を使うのは50代の女性たちであった（水本、2010）。この
調査の結果から、水本（2010）はドラマの中の主張度の高い場面で若い女性が突如女性文
末詞を使うのは、ドラマの一つの手法として、脚本家自身が持つ女性像により作られた可
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能性があり、彼らの女性像はそのジェンダー意識に起因していると推察している。
この研究では主張度の高い文脈で女性が女性ことばとされる文末詞を使うかという

のが問いかけであった。今後は文末詞を使わないとされた若い女性がどのような手段で
それを行っているのか、表現や談話の分析などを通して明らかにしていく必要がある
だろう。

5 - 9. オンライン上に現れる女性ことば

オンライン上に現れる女性ことばも調査対象になる。西村（2018）はソーシャルメディア
であるブログ上の書き込みを通して、役割語を調査し、読者ブロガーと登場人物の解釈に
役割語がどのように関係しているかを考察した。役割語とは、ある特定の言葉づかい（語
彙や用法、言い回し等）を聞くと特定の人物像（年齢や性別、職業、階層、時代など）を想
起できるような言葉づかいを言う（金水、2003）。西村（2018）の研究はもともと高齢者層
の言語使用の一端を解明しようとしたものであったが、その中で、現在は死語と化してい
る女性ことば、“お嬢様ことば” や “奥様ことば” がブログ上に現れていることを報告して
いる。お嬢様ことばは、若年女性のブログに現れたもので、海外にいる婚約者に荷物を発
送するときの状況を語ったものである。

• こんなにたくさん送ったら Erik びっくりしちゃうかしら。ま、バラバラに届くはず
だから、大丈夫よね。              （西村、2018：26） ＊下線本筆者

奥様ことばはシニア女性のブログからで、「ざます」を多用している。

• わたくしファンファン村の愛猫のミーミでございます。
 ―中略―
• お終いは露天風呂から見た海ざます。
• これからは眼下に真っ青な海が広がるざます。   （西村、2018：23） ＊下線本筆者

前者のお嬢様ことばは、育ちのよい若い女性を思い起こさせ、後者は裕福な奥様のイ
メージを喚起していると西村（2018）は分析している。そしてブログにおける役割語がソー
シャルメディア実践において、多様なブロガーのアイデンティティ構築と解釈を可能にす
る言語資源となっていると結論づけている。死語と化したとされる女性ことばが今までと
は別の機能を持って役割語として利用されていると見ることもできる。
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5 -10.  音声対話エージェントの開発

ある特定の役割語を与えることによって、キャラクタを強調する、という研究が、ITの
技術を使って、対話する話者（機械による音声対話エージェント）にキャラクタ性を与える
言語表現研究という形でNTTメディアインテリジェンス研究所と名古屋大学大学院工学研
究科の共同で行われた（宮崎、平野、東中、牧野、松尾、佐藤、2014）。そこでは、音声
対話エージェントに対して何らかの人物像を与えることで、人間らしく、親しみやすい存
在にし、ユーザの意図に応じて適切な応答が返せるようなバーチャルな音声対話エージェン
トを目指している。キャラクタとして、性別（男女）、年齢（20歳、25歳、50歳、75歳）、
会話相手との親密度（25歳のみ親密と非親密の男女4キャラクタがある）という3つの属性
を構成要素とする10キャラクタを想定し、それに寄与する言語表現の分析を行ったとい
う。宮崎他（2014）によれば、キャラクタ性を強調できるよう発話を書き換えたり、語順
や単語、文字種も変更でき、現実世界であまり耳にしないような誇張された表現に書き換
えてもかまわない、という指示を作業者に与えたとある。複雑な言語処理過程を経て作ら
れた女性キャラクタに着目すると、年齢設定が上がるごとに（25歳→50歳→75歳）「ます」
と終助詞「わ」の置換が増加、「発話の女性らしさを表現するために、女性ことばの定番で
ある終助詞「わ」が利用され、キャラクタの年齢設定が上がるとともにその傾向が強くなっ
たものと思われる」（p. 235）と記述されている。例として75歳の女性キャラクタ（親密度
あり）が「駅の傍に美味しいお寿司屋さんがあるのよ」（p. 233）（＊下線本筆者）が挙げられて
いた。役割語が、現実の言語生活を反映しているかどうかは不明なまま人為的に割り振ら
れた格好である。これは5-5、5-6、5-7、5-8、5-9で見てきた役割語―現実の言語生活で
は見られないステレオタイプの表現―がここでも誇張され、世に出て行こうとしているよ
うである。これらのキャラクタと遭遇するユーザはどう反応するのだろうか。

6. 女性ことば研究のこれから

以上見てきたように女性ことばの研究は、これまで様々な視点から考察が行われてき
た。しかし、日本語には女のことばと男のことばの区別があるという通説を根拠に、では
それを何をもって測るか、ということについては多くの研究が、見た目で明らかな文末表
現（ほとんどは「よ、ね、かしら」などの終助詞）と呼称（わたし、ぼくなど）を取り上げて
調査してきた。これは日本語のカジュアルな話し方で話し手の男女差を語彙的に顕著に見
られるその双璧が尾崎（2004）の言うように「自称詞」と「文末形式（終助詞）」だからであ
ろう。それらの研究成果を受けての2018年現在の総括としては、文末表現も呼称も現代
の若い世代（40代以下と思われる）ではほとんど実際には使われなくなったということが
言える。では日本語においての言葉づかいの性差はなくなったのだろうか。これからの女
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性ことばの研究はどこへいくのか。3点を挙げてまとめとしたい。
まず最初に、レイコフ（Lakoff, 1973）の、今や古典的となった著作Language and 

Woman’s Placeでの指摘を考えたい。男女のことばの差はないと言われていた英語にはっ
きりとした性差があること、その差は、使う語彙、表現、用法であったり、コミュニケー
ションの仕方（断定表現の回避や語尾上がりの付加疑問形を使ってわざと心もとない感じ
を出す）などに現れていると、ジェンダーの視点を取り入れて説明した。振り返ると、日
本語の女性ことば研究にはまだまだ研究の余地がたくさんあるように思われる。例えば、
談話の展開の仕方（割り込みや話題転換、意見を言う、同意する時など女性に特有の言い
方があるのか）、ポライトネス（Brown and Levinson, 1987）の視点を入れた分析、語用
論的な視点、男女混在したときの話し方と女だけで話すときは違うのか（Coates, 2015）、
あるいは子供はことばにジェンダーの違いがあるということをどのように習得していくの
か（Coates, 2015）など、これまでの女性ことば研究ではあまり取り上げられてきていな
い。今後のテーマとして考えられる。

二番目に、死語と化した語彙レベルの女性ことば（文末詞や呼称）が、上記でも述べた
ように、「役割語」としてテレビや新聞、映画、漫画、あるいはバーチャルな場で頻繁に
聞かれることである。さらには、女性ことばの変形ともいえる「おネエことば」（マリィ、
2013）などもこの部類に入ると思うが、実際に言語生活の中で使われなくなっても、人工
的に、作者、あるいは書き手の規範意識の中で作られ続けている現実がある。使い続けら
れる意味というものが研究対象となりうるだろう。

三番目に、テクノロジーの進歩がある。5-10. 音声対話エージェントの開発で取り上げ
たように、架空の人物（キャラクタ）にヒト的な特徴を強調し、さらに年齢相応の女性で
あるようにするために文末詞の「〜わ」を加え、ビジネスに伴う対話型エージェントを作り
出す。このような開発に、自然の談話に近いことばの研究は欠かせなくなるだろう。テク
ノロジーは他の面でもメリットがある。言語検索ツールとしての強みである。すでにコー
パスを使った様々な研究が行われている。何万という単語、表現、あるいは文章を特定の
研究対象に合わせて瞬く間に探し結果を出す。例えば国立国語研究所では「日本語話し言
葉コーパス」「近代語コーパス」「国語研日本語ウェブコーパス」「KOTONOHA」「梵天」（文
字列検索、品詞検索、係り受け検索などを行う）、「発話対照データベース」「近代女性雑誌
コーパス」などがあり、女性ことばを含め、現代のことばの実態を詳細に研究できるよう
な支援が行われている。これらのツールを使って、幅広い女性ことばの研究がこれからも
行われていくことが望ましいのではないかと考える。
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Current research in women’s language

— Trends and future directions —

YAMASHITA Sayoko

This article gives an overview of the current trends in research in female language and in what way 

the perspective under which this research is carried out will change. Influenced by the problems raised in 

earlier studies (Jugaku, 1979; Ide, 1997; Nakamura, 2012), recent research has seen a growing body of 

studies addressing sentence final particles, personal pronouns, discussions of discourse, etc. Along with that, 

inspired by the research on the influence of gender on language use by Lakoff (1973), many researchers 

have analyzed women’s language from the viewpoint of gender ideology. Additionally, research methods 

have changed to include various new types of data besides natural conversation and questionnaires, such as 

female language in novels, movies, TV dramas, translated texts, elementary school textbooks, dictionaries, 

blogs, cartoons, etc. From these, I will summarize the current shape of research in female language and 

then discuss the likely future direction of this research.


